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境
内
参
道
を
進
み
外
庭
に
至
る
手
前
東
側
に
、
次
の
御

製
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
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こ
れ
は
昭
和
二
十
一
年
、
終
戦
翌
年
の
歌
会
始
の
昭
和
天

皇
の
御
製
で
、
御
題
は

｢

松
上
雪｣

▼
終
戦
直
前
直
後
の

困
難
に
耐
え
前
向
き
に
生
き
る
国
民
に
思
い
を
馳
せ
、
人

の
道
を
松
に
例
え
て
、｢

降
り
積
も
る
雪
に
耐
え
て
変
わ

ら
ぬ
松
の
緑
の
雄
々
し
さ
。
人
も
こ
の
松
の
如
く
に
あ
れ

苦
難
に
耐
え
て
変
わ
ら
ぬ
志
を
貫
き
な
さ
い｣

と
詠
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
▼
未
曽
有
の
国
難
と
も
言
え
る
東
日
本
大

震
災
か
ら
三
年
。
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
始
め
各
皇
族
方
は

震
災
直
後
か
ら
幾
度
と
な
く
被
災
地
を
ご
訪
問
に
な
ら
れ

て
は
人
々
を
励
ま
さ
れ
、
折
に
触
れ
て
彼
地
を
想
う
歌
も

お
詠
み
に
な
ら
れ
る
▼
被
災
者
の
方
々
も
そ
の
励
ま
し
に

応
え
る
べ
く
様
々
な
困
難
や
悲
し
み
を
乗
り
越
え
懸
命
に

頑
張
っ
て
お
ら
れ
、
陸
前
高
田
市
で
は
そ
れ
を
見
守
る
か

の
よ
う
に
津
波
に
耐
え
た

｢

奇
跡
の
一
本
松｣

が
人
々
の

希
望
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
雄
々
し
く
聳
え
て
い
る
▼
当
神

社
で
は

｢

と
ど
け
鈴
の
音

ガ
ン
バ
レ
東
北｣

の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
支
援
を
続
け
て
い
る

が
、
今
後
も
更
に
国
民
一
人
一
人
が
被
災
地
に
心
を
寄
せ

て
小
さ
な
事
で
も
応
援
を
続
け
、
物
心
両
面
の
復
興
が
一

日
も
早
く
達
成
で
き
る
事
を
願
っ
て
新
年
度
を
ス
タ
ー
ト

し
た
い
。

(

前
島

正)
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小
菅

�
志

�
�
�
�

金
子

武

�
�

下

中
島

和
則

根
岸(

上)

戸
田

久
夫

根
岸(

中)

吉
見

信

根
岸(

下)

石
井

進

オ
リ
ー
ブ
の
丘

岡
戸

龍

旭(

東)

杉
山

直
弘

旭(

西)

佐
藤

廣
孝

上
合

荒
川

誠

中
里(

上)

石
黒

勉

中
里(
下)

福
岡

清
一

中
里(
河
原)

高
林

靖
男

中
里(

サ
ザ
ン)
猪
原

和
泰

馬
場

東

正
彦

雷

亀
山

泰
雄

南

江
川

辰
夫

(

敬
称
略)

本
年
度
の
宮
山
総
代
を
ご
奉
仕
頂
く
方
々
を
ご
紹
介
致

し
ま
す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

寒
川
町
宮
山
地
区
の
役
員
交

代
を
御
神
前
に
奉
告
す
る
宮
山

役
員
改
選
奉
告
祭
が
三
月
二
十

一
日
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た

当
日
は
宮
山
総
代
を
始
め

自
治
会
役
員
、
町
内
会
長
、
生

産
組
合
長
、
衛
生
指
導
員
、
消

防
分
団
等
の
新
旧
役
員
の
方
が

参
列
さ
れ
、
在
任
中
の
報
恩
感

謝
と
こ
れ
か
ら
始
ま
る
役
務
の

無
事
遂
行
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た

旧
役
員
の
皆
様
に
は
、
種
々

ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
事
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
皆
川
新
自
治
会
長
様

か
ら
は

｢

こ
の
祭
典
に
は
数
回

参
列
し
て
い
る
が
今
回
ほ
ど
身

が
引
き
締
ま
っ
た
思
い
を
し
た

事
は
無
い
。
東
日
本
大
震
災
か

ら
三
年
が
経
つ
が
、
こ
の
地
域

も
い
つ
大
災
害
が
起
こ
る
か
も

し
れ
ず
、
各
役
員
に
は
、
防
災

訓
練
等
ご
協
力
を
頂
き
た
い｣

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

新
役
員
の
方
々
に
は
、
大
神

様
の
御
加
護
の
も
と
、
安
心
・

������������������������������������������ ��������								







��������

安
全
な
住
み
良
い
地
域
作
り
を

目
指
し
益
々
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

こ
と
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

寒
川
神
社
周
辺
で
神
式
に
て

葬
祭
を
営
む
家
々
に
て
構
成
さ

れ
て
い
る
御
祖
講
の
祖
神
を
祀

る
末
社
御
祖
神
社
で
は
、
去
る

三
月
二
十
一
日
に
春
季
霊
祭
が

し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。当

日
は
講
長
の
石
黒
明
氏
を

始
め
講
員
、
責
任
役
員
、
宮
山

正
副
総
代
長
が
参
列
し
、
ご
先

祖
様
の
御
霊
を
お
慰
め
し
、
感

謝
の
念
を
捧
げ
ま
し
た
。

三
月
二
十
一
日
、
神
社
に
隣

接
す
る
興
全
寺
に
於
い
て
明
治

の
始
め
に
寒
川
神
社
の
神
主
・

社
僧
と
し
て
奉
仕
さ
れ
た
方
々

の
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た

こ
の
方
達
は
神
社
の
護
持
運

営
の
み
な
ら
ず
教
育
の
普
及
や

開
墾
事
業
等
地
域
の
発
展
の
基

礎
を
築
か
れ
て
お
り
、
当
日
は

墓
前
に
て
神
式
と
仏
式
に
よ
り

祭
典
が
奉
仕
さ
れ
、
御
霊
を
お

慰
め
す
る
と
共
に
、
先
人
の
徳

を
偲
び
ま
し
た
。
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桜
花
を
愛
で
な
が
ら
の
年

参
講
大
祭
が
、
二
日
間
に
亙

り
執
り
行
わ
れ
、
町
内
の
氏

子
を
始
め
講
社
団
体
の
方
々

が
日
頃
の
御
神
恩
に
感
謝
を

捧
げ
、
繁
栄
と
無
病
息
災
を

祈
願
い
た
し
ま
す
。
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昭
和
天
皇
の
御
生
誕
の
日

で
あ
る
四
月
二
十
九
日
に
昭

和
祭
を
執
り
行
な
い
ま
す

昭
和
天
皇
の
聖
業
を
讃
え

激
動
の
時
代
を
経
て
復
興
を

遂
げ
た
昭
和
の
大
御
代
を
顕

彰
し
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
の

隆
昌
を
祈
り
ま
す
。
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宮
山
総
代
並
び
に
氏
子
の
皆
様
方

に
よ
る
、
奉
納
演
芸
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

皆
様
多
数
の
ご
来
社
を
お
待
ち
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

日
時

四
月
六
日(

日)

正
午
か
ら
夕
刻
ま
で

＊
第
一
部
歌
謡
シ
ョ
ー

＊
第
二
部
舞
踊
シ
ョ
ー

場
所

寒
川
神
社
境
内
特
設
会
場

(

雨
天
の
場
合
は
寒
川
神
社
少
年
館)
���
��
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去
る
三
月
一
日
に
執
行
さ
れ

た
月
次
祭
に
て
、
永
年
相
模
薪

能
を
ご
奉
仕
頂
い
て
い
る
鎌
倉

能
舞
台
主
催
中
森
貫
太
氏
に
よ

り
、
神
歌

(

か
み
う
た)

が
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。

神
歌
と
は
、
御
神
前
に
て
神

を
讃
え
、
御
神
徳
の
更
な
る
発

揚
を
期
し
て
謡
う
歌
の
こ
と
で

正
月
や
祝
賀
・
記
念
な
ど
の
目

出
度
い
時
に
謡
わ
れ
ま
す
。

能
楽
の
世
界
で
は
特
に

｢

式

三
番

(

し
き
さ
ん
ば)｣

｢

三
番

叟(

さ
ん
ば
そ
う)｣

と
も
称
さ

れ
能
の
中
で
最
も
神
聖
視
さ
れ

た
、
た
だ
ひ
た
す
ら
天
下
泰
平

国
土
安
穏
を
願
う
儀
式
性
の
強

い
曲｢
翁｣

の
歌
詞
を
さ
し
ま
す

こ
の
演
目
を
演
ず
る
に
は
様
々

な
制
約
や
禁
忌
が
あ
り
特
別
な

立
場
の
者
が
特
別
な
場
合
に
の

み
演
ず
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い

ま
す
。
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去
る
三
月
二
日
か
ら
四
日
に

か
け
て
高
座
氏
子
総
代
会
主
催

に
よ
る
恒
例
の
参
宮
旅
行
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

三
十
八
回
目
と
な
る
今
回
は

昨
年
秋
に
斎
行
さ
れ
た
御
遷
宮

後
、
初
の
旅
行
と
い
う
こ
と
も

あ
り
例
年
よ
り
多
い
一
四
一
名

で
の
大
参
拝
団
と
な
り
ま
し
た

外
宮
・
内
宮
と
も
に
真
新
し

い
御
神
威
に
溢
れ
る
御
垣
内
で

の
参
拝
が
行
え
た
こ
と
は
、
参

加
者
一
同
喜
び
を
共
有
す
る
も

の
で
あ
り
、
ま
た
、
外
宮
で
は

今
春
以
降
目
に
す
る
こ
と
の
で

き
な
く
な
る
旧
社
殿
を
、
間
近

で
拝
し
、
大
変
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。

神
宮
を
参
拝
し
た
後
は
滋
賀

県
へ
向
か
い
、
近
江
神
宮
・
比

叡
山
延
暦
寺
の
参
拝
等
、
か
つ

て
中
央
へ
の
要
衝
と
し
て
栄
え

た
近
江
の
地
の
文
化
や
歴
史
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有

意
義
な
旅
行
と
な
り
ま
し
た
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こ
の
祭
典
は｢

こ
う
の
ま
ち｣

と
も
呼
ば
れ
、
大
磯
町
国
府
本

郷
の
神
揃
山
に
相
模
国
一
之
宮

寒
川
神
社
・
二
之
宮
川
勾
神
社

・
三
之
宮
比
々
多
神
社
・
四
之

宮
前
鳥
神
社
・
平
塚
八
幡
宮
の

神
々
が
神
輿
に
て
参
集
し
、
古

式

｢

座
問
答｣

が
行
わ
れ
ま
す

そ
の
後
大
矢
場
に
て
神
対
面
の

儀
・
国
司
奉
幣
の
儀
が
行
わ
れ

ま
す
。
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七:

〇
〇

諸
員
参
集

七:

二
〇

遷

霊

祭

七:

五
〇

発

輿

祭
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九:

〇
〇

平
塚
通
過


�
��
�

�
�
�
�


�
��
�

�
��
�
�
�
�

一
三:

五
〇

神
揃
山
発
輿
祭

一
四:

〇
〇

神
揃
山
発
輿

一
五:

〇
〇

大
矢
場
着
御
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一
六:

〇
〇

大
矢
場
発
輿


$
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�神対面の儀

�座問答

�国司奉幣の儀
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御
本
殿
脇
に
あ
る
御
神
木
は

平
成
の
御
造
営

(

平
成
九
年)

の
際
植
え
ら
れ
た
も
の
で
す

し
か
し
、
今
の
地
で
は
根
が

浅
く
、
ま
た
回
廊
の
屋
根
を
伝
っ

て
落
ち
る
雨
水
に
含
ま
れ
る
緑

青
が
、
今
後
の
生
育
に
悪
影
響

を
与
え
る
事
も
考
え
ら
れ
る
為

現
在
よ
り
南
側
に
移
植
さ
れ
る

事
に
な
り
、
去
る
三
月
十
六
日

に
移
植
工
事
に
伴
う
清
祓
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
、
四
月
一
日
を
も
ち
ま
し
て

兼
ね
て
菅
谷
神
社
禰
宜
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。
素
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
神
様
の
御
加
護
の

も
と
益
々
の
御
社
頭
御
隆
昌
の
為
、
微

力
な
が
ら
誠
心
誠
意
御
奉
仕
さ
せ
て
い

た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
、
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

◆
兼
務
社
だ
よ
り

こ
の
度
、
四
月
一
日
付
に
て
菅
谷
神
社

(

寒
川
町
岡
田
鎮
座)

の
禰
宜
に
当
神
社
権
禰
宜
坂
本
晋
一
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
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少
年
活
動
だ
よ
り
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三
月
十
五
日(

土)
卒
館
式
が

執
り
行
わ
れ
、
七
名
の
館
生
が

卒
館
致
し
ま
し
た
。

先
ず
神
社
本
殿
に
お
い
て
奉

告
祭
を
行
い
、
館
生
最
後
の
参

拝
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
少

年
館
に
て
式
典
に
臨
み
、
館
長

先
生
を
始
め
講
師
の
先
生
や
在

館
生
よ
り
中
学
校
生
活
が
元
気

で
送
れ
る
よ
う
励
ま
し
の
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。
卒
館
生
お
礼

の
言
葉
で
は
、
継
続
す
る
こ
と

で
様
々
な
経
験
が
出
来
た
思
い

出
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
社
会
見
学
を
、
本
年

は
武
蔵
野
御
稜
参
拝
と
昭
和
記

念
公
園
散
策
と
し
て
去
る
三
月

八
日(

土)

に
実
施
し
た
。

未
だ
二
月
の
雪
が
残
る
御
陵

で
は
、
凛
と
し
た
冷
気
を
感
じ

な
が
ら
静
か
に
参
拝
。
初
め
て

見
る
御
陵
の
大
き
さ
と
形
に

皆
驚
い
て
い
た
。

昭
和
記
念
公
園
で
は
、
自
転

車
を
借
り
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

し
な
が
ら
広
大
な
施
設
を
巡
り

早
春
の
息
吹
を
感
じ
た
り
様
々

な
遊
具
で
楽
し
ん
だ
り
と
五
感

を
使
っ
て
楽
し
く
有
意
義
な
活

動
と
な
っ
た
。

���� ���
���� ���
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二
月
の
大
雪
で
中
止
と
な
っ

た
ス
ケ
ー
ト
教
室
を
、
三
月
十

六
日(

日)

に
実
施
し
た
。

七
十
六
名
の
親
子
が
参
加
し

銀
河
ア
リ
ー
ナ
に
向
け
て
出
発

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
後
と
あ
っ

て
、
バ
ス
の
中
で
思
い
思
い
に

自
分
の
姿
を
描
い
て
い
た
の
か

到
着
後
は
早
々
と
銀
盤
に
散
っ

て
い
き
、
初
め
て
の
館
生
も
手

を
引
か
れ
親
子
で
楽
し
ん
だ

�
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去
る
三
月
二
日
、
今
年
も
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
を
招
い
て
の
雛
祭

会
を
行
い
ま
し
た
。

前
日
か
ら
下
ご
し
ら
え
を
し

心
を
込
め
て
作
っ
た
リ
ー
ダ
ー

特
製
の
ち
ら
し
寿
司
や
雛
あ
ら

れ
が
並
ぶ
食
事
の
中
、
ス
カ
ウ

ト
全
員
で

｢

う
れ
し
い
雛
祭｣

を
合
唱
す
る
等
お
祝
い
す
る
と

共
に
、
元
気
な
ス
カ
ウ
ト
で
あ

る
事
は
も
ち
ろ
ん
、
素
敵
な

�
や
ま
と
な
で
し
こ
�
に
な
る

よ
う
誓
い
ま
し
た
。

わ
れ
ら
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
は

本
年
も
夜
を
徹
し
て
歩
く｢

オ
ー

バ
ー
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク｣

を
実
施

し
た
。
三
月
八
日

(

土)

夕
方

六
時
に
横
須
賀
駅
を
出
発
し

逗
子
、
鎌
倉
、
藤
沢
、
茅
ケ
崎

を
経
て
一
路
寒
川
を
目
指
し
た

途
中
藤
沢
鎮
座
の
白
旗
神
社
で

暖
を
と
り
、
九
日

(

日)

早
朝

五
時
十
五
分
無
事
に
寒
川
神
社

に
到
着
。
三
十
四
キ
ロ
と
い
う

長
い
道
の
り
で
あ
っ
た
が
ス
カ

ウ
ト
一
同
元
気
に
目
的
を
達
成

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
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主

典

小
松

義
磨

〃

浄
見

陸

〃

渡
邊

昌
紀

寒
川
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

神

社

本

庁

�
�

	

�



�
�

�

権
禰
宜

櫻
井

貴
基

菅
谷
神
社
禰
宜
兼
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

権
禰
宜

坂
本

晋
一

兼
ね
て
菅
谷
神
社
禰
宜
に
任
ず

る
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

神

社

本

庁

�
�

�

�

�
�

�

江
沢

恵

今
野

僚
也

中
村

陽
宏

出
仕
を
命
ず
る

森
田
悠
梨
香

岡
田

美
保

守
屋
亜
莉
瑳

鈴
木

風
音

巫
女
を
命
ず
る

大
山
み
な
み

録
事
を
命
ず
る

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

�

�
�
�
�

�

看
護
師

山
口

愛
弓

〃

小
山
み
ゆ
き

〃

吉
田
ひ
と
み

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

�

�
�
�

�

介
護
福
祉
士

久
志
本
か
と
り

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
六
年
三
月
一
日

介
護
福
祉
士

神
保

悦
子

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

�
�

�

�

�
�

�

巫

女

中
村

佳
代

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

巫

女

加
藤
さ
え
こ

録

事

福
井

麻
耶

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

�

�
�
�
�

�

看
護
補
助
者

磯
尾

美
枝

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

�

�
�
�

�

介
護
福
祉
士

赤
城
比
呂
子

〃

熊
沢

律
子

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

��������	
��
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と き ５月３日(土)
９時～14時 ※雨天順延

ところ 寒川神社 馬場

���������������

※同日10時～12時
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�������
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一
、
兼

題

山

開

二
句

(

会
費
千
円
を
添
え
て
投
句
の
こ
と)

〆

切

五
月
十
六
日
必
着

(

会
費
の
添
え
て
な
い
場
合
は
受
理
し
ま
せ
ん)

宛

先

〒
二
五
三－

〇
一
〇
六

寒
川
町
宮
山
一
七
一
六－

五

飛
石
靖
利

一
、
大

会

日

時

九
月
七
日(

日)

午
前
十
時
受
付
開
始

場

所

寒
川
神
社
参
集
殿
四
階

(

相
模
線
宮
山
駅
下
車
徒
歩
五
分)

席

題

当
日
発
表

(

投
句
〆
切
十
一
時)

大
会
当
日
の
費
用
は
不
要

一
、
表

彰

菊
花
御
紋
賞
状
の
一
之
宮
賞
以
下
五
十
位
ま
で
賞
品
贈
呈

一
、
選

者

客
選

各
地
区
先
生

謝
選

主
催
者
代
表

お
知
り
合
い
へ
参
加
御
勧
誘
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

主
催

寒
川
俳
壇

�
�
�
�
�
�
�
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今
春
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
子
供
達

の
作
品
を
展
示
し
、
健
や
か
な
成
長
を

祈
る
図
画
展
を
開
催
致
し
ま
す
。

子
供
達
が
描
く
個
性
豊
か
な
作
品
を

ご
参
拝
の
折
に
ご
覧
下
さ
い
。

�
�
�
�

四
月
一
日(

火)

〜
十
日(

木)
�
�
�
�

寒
川
神
社
回
廊

�
�
�
�

寒
川
さ
く
ら
幼
稚
園

倉
見
幼
稚
園

一
之
宮
相
和
幼
稚
園

�
�
�
	


�

�

�
�
�
�
�

����
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査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
便
潜
血
検
査
は
圧
倒

的
に
多
い
痔
の
患
者
さ
ん
と
少

数
の
進
行
大
腸
が
ん
の
方
を
検

出
し
て
い
る
の
が
実
状
で
す

こ
の
よ
う
な
問
題
点
は
あ
る
も

の
の
便
潜
血
検
査
で
陽
性
の
場

合
に
は
、
大
腸
に
何
ら
か
の
病

気
が
あ
る
可
能
性
は
十
分
考
え

ら
れ
ま
す
。
最
も
正
確
な
精
密

検
査
は
大
腸
内
視
鏡
検
査
で
す

が
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
内

視
鏡
検
査
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
に
は
注
腸
Ｘ
線
検
査
と
い
う

方
法
も
あ
り
ま
す
。

前
述
の
如
く
便
潜
血
陽
性
の

場
合
で
も
、
大
部
分
の
方
は
大

腸
に(

治
療
を
要
す
る
ほ
ど
の)

病
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。
精
密
検

査
の
結
果
、
大
腸
が
ん
と
診
断

さ
れ
る
人
は
0.1
〜
３
％
で
す

自
覚
症
状
が
な
く
て
検
診
で
発

見
さ
れ
た
大
腸
が
ん
は
治
る
率

が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
便
潜
血
検
査
が
陽
性
に
出

た
か
ら
と
い
っ
て
不
安
に
思
う

こ
と
な
く
、
精
密
検
査
を
ぜ
ひ

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す

消
化
管
の
ど
こ
か
管
腔
側

(

内
側)

か
ら
出
血
す
る
と

便
の
中
に
血
液
が
混
入
し
ま
す

(

血
便)

。
出
血
が
多
い
場
合
に

は
、
出
血
の
部
位
に
よ
り
タ
ー

ル
便
か
ら
暗
赤
色
、
鮮
紅
色
の

顕
血
便
す
な
わ
ち
肉
眼
的
血
便

と
な
り
ま
す
が
、
出
血
が
少
量

の
場
合
に
は
肉
眼
的
な
変
化
に

乏
し
く

(

潜
血
便)

、
便
の
潜

血
反
応
を
行
う
こ
と
で
消
化
管

出
血
の
有
無
を
診
断
し
ま
す

こ
の
便
潜
血
検
査
は
、
大
腸
が

ん
検
診
の
一
次
検
査
や
下
部
消

化
管
疾
患
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す

こ
の
便
潜
血
検
査
に
は
、
い

く
つ
か
の
欠
点
が
あ
り
ま
す

ひ
と
つ
は

｢

偽
陰
性｣

す
な
わ

ち
大
腸
が
ん
や
ポ
リ
ー
プ
が
あ

り
、
本
来
な
ら
便
潜
血
検
査
で

陽
性
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ

が

｢

陰
性｣

と
判
定
さ
れ
て
し

ま
う
事
が
多
い
、
と
い
う
点
で

す
。
便
潜
血
検
査
が
陽
性
と
な

る
た
め
に
は
出
血
し
て
い
る
病

変
が
原
因
と
な
る
わ
け
で
す
が

ポ
リ
ー
プ
や
が
ん
の
場
合
は

そ
れ
ら
の
病
変
が
あ
る
程
度
大

き
く
な
ら
な
い
と
出
血
し
な
い

た
め
、
早
期
の
大
腸
が
ん
は
見

逃
さ
れ
や
す
い
の
で
す
。
潜
血

反
応
が
陽
性
の
人
と
陰
性
の
人

に
大
腸
内
視
鏡
を
行
う
と
、
同

じ
頻
度
で

｢

大
腸
ポ
リ
ー
プ｣

と

｢

早
期
大
腸
が
ん｣

が
見
つ

か
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す

(

進
行
が
ん
は
圧
倒
的
に
潜
血

反
応
が
陽
性
の
人
の
方
に
多
く

見
つ
か
り
ま
す
。)

一
方
、
が

ん
や
ポ
リ
ー
プ
で
は
な
い
炎
症

性
の
腸
疾
患
や
痔
核
や
裂
肛
な

ど
の
肛
門
の
病
気
で
も
便
潜
血

検
査
で
は
陽
性
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
治
療
の
必
要
の
な
い

痔
の
患
者
さ
ん
は
か
な
り
の
頻

度
で
い
ま
す
の
で
、
不
必
要
な

癌
の
心
配
、
不
必
要
な
二
次
検

�
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�
�
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サ
ク
ラ
サ
ク
、
冬
の
厳
し
さ
に
耐
え
、
努
力
し
た
人

の
み
に
福
の
神
は
喜
び
の
花
を
春
に
授
け
る
。
志
を
持
っ

て
目
標
を
掲
げ
、
叶
う
よ
う
福
の
神
に
祈
ろ
う
。

����
����

����
����

����

月
次
祭
に
ご
参
列
さ
れ
た
方
な

ど
に
お
頒
け
す
る
木
札
で
す

�
卯

月
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桜
咲
く
神
嶽
山
神
苑
か
ら
臨
む

御
本
殿

由
は
、
娘
の
入
学
式
に
満
開
に
な

る
と
の
事
、
願
望
で
あ
る
。

だ
が
幸
せ
を
予
感
さ
せ
る
そ
の
予

測
は
当
た
っ
て
欲
し
い
と
思
う

(

尚)

あ
る
気
象
予
報
士
が
桜
の
開
花
を

三
月
二
十
九
日
と
予
測
し
た
。
理

春
の
小
川
歌
い
継
が
れ
て
小
学
校

根
岸

君
子

春
風
に
ひ
し
め
い
て
い
る
願
い
絵
馬

菅
沼
う
め
の

日
と
話
し
風
と
語
ら
い
剪
定
す

松
本
美
智
子

耕
し
の
手
を
と
め
東
に
黙
祷
す

飛
石

槿
花

か
ん
高
き
子
等
の
声
あ
り
春
の
川

四
ッ
車
梢
月

山
鳩
に
見
ら
れ
て
一
人
剪
定
す

皆
川
志
ん
ご

石
投
げ
て
遊
び
ご
こ
ろ
や
春
の
川

菅
沼

保
幸

子
育
て
の
昭
和
語
ら
ふ
春
障
子

芹
澤

徳
光

春
愁
や
半
眼
に
し
て
犬
臥
せ
る

山
本

朝
子

啓
蟄
や
松
に
一
升
酒
飲
ま
す

金
指

月
光

陽
炎

か
げ
ろ

い
て
男
姿
の
女
か
な

宮
入

つ
る

余
生
と
は
気
ま
ま
な
こ
と
よ
春
炬
燵

倉
谷

節
子

切
り
か
ね
し
梅
一
枝
の
高
く
咲
き

浦
野

房
子

春
浅
し
も
う
ひ
と
つ
ま
み
塩
足
し
て

竹
村
真
砂
美

亡
き
母
に
似
て
く
る
仕
草
桃
の
花

岩
田
美
代
子

風
光
る
磨
き
あ
げ
た
る
ガ
ラ
ス
窓

金
子

つ
ぢ

呼
び
す
て
の
出
来
る
友
あ
り
木
瓜
の
花

松
村

信
篤

子
を
生
み
に
里
に
戻
り
て
花
菜
道

伊
藤

公
一

水
音
に
あ
わ
す
歩
調
や
春
の
川

原
野

楽
天

観
梅
や
余
韻
に
ひ
た
る
露
天
風
呂

三
輪

恭
子

葉
を
落
と
し
裸
木
の
梢
青
空
に
溶
け
込
む
よ
う
に
張
り
付
く
よ
う
に

天
利

春
枝

裏
山
を
背
に
し
た
我
が
家
の
夕
暮
れ
に
決
ま
っ
て
小
綬
鶏
鳴
く
を
聞
く
な
り

三
留
と
く
子

み
ち
の
辺
に
見
初
め
て
あ
り
し
あ
さ
が
ほ
の
藍
色
の
種
少
し
い
た
だ
く

堀
江

照
子

満
月
に
冬
の
星
座
の
輝
け
る
凍
て
つ
く
空
を
し
ば
し
眺
め
る

宮
治
友
美
枝

窓
際
の
山
茶
花
の
枝
に
小
鳥
二
羽
花
に
顔
う
め
初
春
の
朝

徳
江

道
子

兵
た
り
し
夫
よ
り
の
封
書

｢

検
閲
済｣

の
箪
笥
の
奥
に
七
十
年
経
ぬ

宇
田
川
時
子

猫
の
九
雨
戸
開
け
る
を
待
ち
わ
び
て
お
な
か
す
い
た
と
顔
を
見
る
な
り

土
屋
ト
ミ
子

大
山
の
峰
の
パ
ノ
ラ
マ
紅
色
に
染
ま
る
夕
暮
れ
散
歩
道
行
く

浜
田

寿
子

冬
空
に
高
く
輝
く
星
た
ち
は
世
界
も
照
ら
し
日
本
も
照
ら
す

山
口

幸
子

父
母
も
か
く
あ
り
し
か
と
悔
し
き
り
難
聴
進
み
し
今
に
思
い
ぬ

山
根
喜
美
代

日
々
仰
ぎ
微
妙
に
変
る
白
銀
の
富
士
よ
元
旦
神
の
宿
れ
る
か

亀
山

文
子

安
倍
首
相
に
進
言
す
る
人
い
な
い
の
か
独
善
成
れ
ば
悪
化
す
る
の
み

安
藤

慧

｢
音
大｣

の
合
格
知
ら
せ
に
ホ
ッ
ト
し
て
重
な
る
喜
び
幸
せ
な
年

川
島
惠
美
子

兄
弟
が
揃
い
て
笑
顔
の
語
ら
い
に
た
だ
そ
れ
だ
け
で
暖
か
き
部
屋

岡
元

芳
子

御
社
の
松
の
緑
の
靜
か
な
る
上
枝
に
今
し
朝
日
子
生
れ
る

杉
本

照
世


